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�年の��な����の��は、����にも

⼤きな��をもたらしています。��離れ、�

�の減�、��者問題等、�来に向けた�題は

�積みです。このような中、個々の��が⽬前

の�題に個別に�処していくことは�常に�し

く、臨��⻩��の���が��、発�してい

くためには、20 年�、50 年�という�来を⾒
据えた�⾨�体の��的な��みが不可�であ

ると思われます。

臨��⻩��のいくつかの��では、��に独

⾃の��による「共��」が破�したという�

�もあり、相�扶助の��づくりには必�性を

�じながらも、�重な�⾒も�かれます。ま

た、�⽤形�や�����の問題など、単⼀の

��だけでの��づくりに�する�界も指�さ

れています。

臨��⻩����各����では、� 15 ��の
��のご�奨のもと、各��の相�扶助を⽬的

とする「臨⻩�助�」を��しています。

「臨⻩�助�」は、臨��⻩��� 15 ��の�
⾨�体で���することにより、スケールメリ

ットを�⼤�に活かすとともに、破�リスクの

ないしくみでの��を⽬指した相�扶助��で

す。�を�る、��を�る、��を�る、その

ために�立つ臨⻩�助�にし ていきたいと�え
ています。

このパンフレットは、臨⻩�助�の事業内�に

ついて�しく��したものです。ご⼀�の上、

�立の主旨にご賛同いただき、ご活⽤いただき

ますようお願い申し上げます。

臨⻩�助�とは�

『臨⻩�助�』は、臨��・⻩��の�⾨�体

の団�と活性�を⽬指し、相�扶助の精�に基

づいて�立されました。

円滑な����をサポートすることを⽬的と

し、

「�利�⽣事業」「����事業」「����

�援事業」等を��しています。

これらは、お�いの掛金でお�いを助け�う相

�扶助事業です。たくさんの�さまに��して

いただくことによって事業の可�性が�がり、

より⼤きなメリットを�員の�さまに�元する

ことが可�になります。

『臨⻩�助�』の�立�旨

�臨��・⻩��の�⾨�体の団�と活性�を⽬
指します。

�臨��・⻩��の�⾨�体の�来を⾒据え、�
�や地域の�を�えた相�扶助活動に�り�ん

でまいります。

��国の末�で発⽣するさまざまな�題に��的
に��し、円滑な����の�援を⾏います。

なお、個々の��単体では、このような相�扶

助��の��が�しい�も�いため、� 15 ��
の��を得た上で臨⻩���が��を�りまと

めて��しています。
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臨⻩�助�とは�

⽬�

サービス活⽤事例∕�員の声

�員�向け事業の��

団体��で�災保�・⾃動⾞保�が

いただけます

�助�����



�員�向け事業の��

�員が��、��をされたとき、晋�式をされ

たときにお�い金をお��いします。

�律や��に�する相�

��周�でのトラブルや��内の問題についての

ご相�、⽇常の����や��申告についてのご

相�を�ります。
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お�い金

��   1万円
��   1万円
晋�式  1万円

��⾒�金

�員が�気やケガで��されたとき、�くなら

れたときに⾒�金、��金をお��いします。

また、�員の�属しておられる��の�物が災

�等で��を受けたときに��の�度に�じて

災�⾒�金をお��いします。

1 泊 2 ⽇�上の�� 5 万円
��が��いて 6 泊�上に�んだ場� 上�に
プラスして 5 万円
※ 1 ��につき�⼤ 10 万円

��⾒�金

����金

30〜40 歳の� 70 万円
50〜65 歳の� 20 万円

災�⾒�金

⼀�損 10 万円
半損 25 万円
�損 50 万円

����の�援

⽣�保�・損�保�

�助�の��⾒�金だけでは不�、あるいは不

⾜するという場�には、�間保���の�品を

ご��します。

�災保�・⾃動⾞保�に�しては、臨��・⻩

�����団�のプラン（�常より5%��が�
⽤）をご利⽤いただけます。

�しくは p. 7 をご�照ください。

�律や��に�する相�

��の�休⼟地の活⽤や、その他の金���など

の�⽤についてのご相�を�ります。

�犯�策

��の�内や�堂・�裏などの�物の�犯�策を

��される�、�助�と提�している��のシス

テムを�員価�で��することができます。
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�裏が�焼。

��・�員�わせて8�が�助�に��されていたため、�物�損の場�
を�⽤し、１�あたり50万円、��400万円の⾒�金が��われまし
た。

災�⾒�金（�災）のお��い 400万円01

��ご��が不��による��をされた�に、��⾒�金5万円が��わ
れました。

ご��の��に�する⾒�金のお��い

先ごろ、軽い不��のため2⽇間��しました。臨⻩�助�に��してい
たため、��⾒�金制度が�⽤され5万円の�付金を受け�ることができ
ました。思わぬ⼀時金でありがたかったです。  （永��� ��）

ご��の声

02

����が��時に�王切開を受けられたため、��⾒�金5万円が��
われました。

����の��に�する⾒�金のお��い

先⽇、��が�王切開を受けて��しました。�助�に��する�に、�

だけでなく��も��していたのを思い�して問い�わせたところ、⾒�

金制度で5万円の�付金を受けることがわかり��させていただきまし
た。     （���� ��）
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ご��の声

��の�犯�策のため�犯��の��を��されており、臨⻩�助�が提

�するセキュリティ��のサービスを��しました。

��の�犯��の��

セキュリティシステムの��を��している�に、�助�で��を��さ

れていることを知り、利⽤させていただきました。�常より��の提�価

�でお願いすることができ、�事�犯システムを��することができまし

た。 （���� ��）
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ご��の声
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・臨��・⻩����の��、副��、先��、����、

�徒、その他��および�員の�さま

 ・ご��いただける年�は 15 歳�上の�に�ります。年�
の上�はありません。

����01

・正�員           ⼀�につき ⽉� 3,000円
・⼀��員（2�⽬��の�）  ⼀�につき ⽉� 2,500円

��02

・�付の「��申�書」にご��の上、事�局�お�りくだ

さい。内���の�、�員��のための書�⼀式をお�けし

ます。

・�⽉�の⽉��をお��みください。2 ヶ⽉⽬��は金�
��⼝�からの⾃動�落しとなります。

※ 事�局担当者がおうかがいして��⼿�きをさせていただ
く場�には、�⽉�の⽉��をその場でお預かりします。

・正式な�員��には、��申�書および��⾒�金制度利

⽤のための保���⼿�、2 ヶ⽉⽬��の��をお��いい
ただく金����替⼝�の⼿�が必�となります。

申�み��

臨⻩�助�事�局

  TEL 075-811-5256
  FAX 075-811-1432

〒604-8456 �都�中��⻄ノ�壺ノ内� 8-1
        ��⼤� ���研��内 臨⻩���

お問�せ先
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臨��⻩����各����
臨⻩�助� 事�局

〒604-8456 �都�中��⻄ノ�壺ノ内�8-1    
��⼤�内 臨⻩���

TEL 075-811-5256
FAX 075-811-1432


